





省 , 2012）によると，BMI が 25 を上回る肥満者の割合
は，20 ～ 60 歳代の男性が 31.2%，40 ～ 60 歳代の女性
が22.2%であり，男性に関しては特に，厚生省が定めた“健
康日本２１” が始まった 2000 年よりも依然として増加傾
向にある。また女性に関しては BMI が 18.5 を下回るや
せの割合が 29.0%と，前年度から 5%近く上昇している。
1 日あたりの野菜摂取量の平均は 281.7g で，前年度か






のは，“ 健康的な食生活を送りたい ” という健康目標
だけではない。“ 満腹まで食べたい ”“ おいしいものを
食べたい ” といった快楽目標や，“ スリムな体型でい
たい ” という美容目標によっても食行動は左右される
（Kroese, Evers, De Ridder, 2009; Papies & Hamstra, 
2010; 渋谷 , 2006; Stroebe, Mensink, Aarts, Schut, 
& Kruglanski, 2008）。このように食行動の背景には複
数の目標の影響が考えられる。吉田・吉澤（印刷中）は




















































控える “ 満腹感抑制 ”，食事時間を一定に保つ “ 規則的






























































を除く 266 名（男性 103 名，女性 163 名）を有効回答













に対する態度尺度（Akamatsu, Maeda, Hagihara, & 
Shirakawa, 2005）を参考に項目を作成したもので，“ 栄
養バランス重視 ”，“ エネルギー摂取抑制 ”，“ 満腹感抑
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6 に改めて再度分析を実施し，いずれの因子にも .40 以
上の負荷を示さない項目を除外しながらさらに分析を繰



























　食生活に関する目標の 6 因子と健康的食行動の 4 因子
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